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概要 

 両方向 SMS 通信により、携帯電話と IBM® Worklight® Server 間の通信を 

SMS チャネル経由で行うことが可能になります。モバイルから発信される 

SMS メッセージを SMS ゲートウェイ経由で Worklight Server に送信でき、
Worklight Server は応答を返すことができます。 

 ショート・コードまたはキーワードは、独立系ソフトウェア・ベンダーからの 

SMS ゲートウェイを使用して構成されます。このゲートウェイは、ご使用の
環境のトポロジーに応じて、要求を Worklight Server またはリバース・プロキ
シー URL に転送するように構成されている必要があります。 

 モバイル・デバイスから送信された SMS メッセージは、開発者による構成に
従って、Worklight Server サイドのアダプター・プロシージャーに転送されま
す。 

 アダプター・プロシージャーには要求を処理するロジックが含まれています。
あるいは、プロシージャーは要求を処理のためにバックエンドに転送できま 

す。応答は Worklight 通知フレームワークをとおして送信されます。 
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デバイス・サポート 
 

 IBM Worklight は、SMS 機能をサポートするあらゆるモバイル・デバイス
での両方向 SMS 通信に対応しています。 
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アーキテクチャー  

アダプター・コード 

SMS 受信サーブレット 

SMS    
ゲートウェイ 

SMS サーバー
・サイド API 

Worklight Server 

1. アダプターが SMS イベント・
ハンドラーを Worklight Server 

上に登録します。 

 

 

SMS イベント
・ハンドラー 
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イベント・ハンドラー登録では、どの
アダプター・プロシージャー・コール
バックを呼び出すかを指定します。 
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アーキテクチャー  

Worklight Server 

2. SMS メッセージがモバイル・デバ
イスから SMS ゲートウェイに送信
されます。このゲートウェイは 

Worklight プロジェクトで構成され
ています。 
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アダプター・コード 

SMS 受信サーブレット 

SMS    
ゲートウェイ 
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・サイド API 

SMS イベント
・ハンドラー 
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ゲートウェイの詳細は Worklight プロジェクト
の SMSConfig.xml で指定されています。 
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SMS    
ゲートウェイ 

アーキテクチャー  

Worklight Server 

3. SMS ゲートウェイが SMS メッセージを
構成済みの Worklight URL に転送します。 
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アダプター・コード 

SMS 受信サーブレット 

SMS サーバー
・サイド API 

SMS イベント
・ハンドラー 
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キーワードと、メッセージを転送する必要がある 

Worklight サーバー URL を使用して、SMS ゲート
ウェイを構成します。 

詳細については、ゲートウェイの仕様を参照して
ください。 
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アダプター・コード 

SMS 受信サーブレット 

SMS サーバー
・サイド API 

SMS イベント
・ハンドラー 

アーキテクチャー  

Worklight Server 

4. Worklight Server 上の SMS サー
ブレットが、SMS イベント・ハン
ドラーで定義されたようにフィル
ターを使用してパラメーターの突
き合わせを行い、アダプター・プ
ロシージャー・コールバックを呼
び出します。 
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SMS    
ゲートウェイ 
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アーキテクチャー  

5. アダプターは SMS メッセージを処理し、
それらを SMS API を使用してモバイル・
デバイスに送信します。 

SMS    
ゲートウェイ 
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アダプター・コード 

SMS 受信サーブレット 

SMS サーバー
・サイド API 

Worklight Server 

SMS イベント
・ハンドラー 
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アダプター・プロシージャーでは、サブスクリプ
ションとアンサブスクリプション用に SMS サー
バー・サイド API を使用できます。 

プロシージャーは SMS 通知フレームワークを使
用して応答をモバイル・デバイスに返します。 
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両方向 SMS API – SMS イベント・ハンドラーの登録 

 フィルターに合致する、SMS ゲートウェイからの名前と値のパラ
メーターが handlerFunction に渡されます。 

例えば、SMS ゲートウェイが以下のパラメーターを送信するとします。 

• from: from 番号 

• text: SMS テキスト 

• keyword: SMS ゲートウェイで構成されているキーワード 
 

filter パラメーターは {keyword:"myKey"} として定義できます。この場合、

Worklight Server は、SMS ゲートウェイから要求を受け取ると、値として 
myKey を持つキーワードを探し、その結果の要求を handlerFunction に転送

します。 
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両方向 SMS API – SMS イベント・ハンドラーの登録 

 handlerFunction は、SMS ゲートウェイから送信されたすべての 

パラメーターを持つ SMS イベントを受け取ります。  

 gatewayID は、SMSConfig.xml で構成されている SMS ゲートウェイ

に対応します。このゲートウェイが SMS メッセージの受信に使用され
ます。 
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両方向 SMS API – サーバー・サイド SMS API  
 
  Worklight Server は SMS 通知を使用して SMS メッセージを送信しま
す。 

 SMS メッセージが送信される前に、サーバーで電話番号をサブスクラ
イブする必要があります。 

 

 

 このメソッドは以下のパラメーターを使用します。 

– eventsourceId: 電話番号のサブスクライブ先となるイベント・ソース。 

– phoneNumber: ユーザーの電話番号 

– gatewayID: SMS メッセージを送信するために経由するゲートウェイを識別する ID。 

 メソッドは SMS サブスクリプション・オブジェクトを返します。
WL.Server.notifyDeviceSubscription メソッドと共に、この 

オブジェクトを使用して、SMS メッセージを指定の電話番号に送信で
きます。 
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両方向 SMS API – サーバー・サイド SMS API 
 

 電話番号が既にサブスクライブされている場合は、サブスクリプ
ション・オブジェクトを取得し、SMS メッセージを送信します。 
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両方向 SMS API – サーバー・サイド SMS API  
 
 
 電話番号は、次のメソッドへの呼び出しによりイベント・ソース
からアンサブスクライブできます。 
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セットアップ – SMSConfig.xml 
 

 SMSConfig.xml ファイルは、SMS メッセージの送受信用のゲート

ウェイ詳細を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 次の URL を使用して SMS ゲートウェイを構成します。 

– http://<host>:<port>/<context>/receiveSMS 
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セットアップ – Worklight.properties 
 

 SMS イベント・ハンドラーが使用するキーワード、ゲートウェイ 
ID、およびその他のパラメーターは、worklight.properties 

構成ファイルで外部化することができます。 
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セットアップ – authenticationConfig.xml 
 

 デフォルトでは、ゲートウェイから要求を受け取る 
SubscribeServlet オブジェクトは、セキュリティー・テストに

よって保護されます。このセキュリティー・テストは、デフォルト
でどんな要求も拒否する RejectingLoginModule パラメーターを

使用します。 

 ご使用のゲートウェイでサポートされるセキュリティー・メカニズ
ムを実施するには、デフォルトのセキュリティー・テストをコメン
ト化または変更します。 
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セットアップ – サーブレットの保護 

 Worklight Server の前面でリバース・プロキシーを使用している場合、
リバース・プロキシーへのマッピングを指定して、特定のホストまた
は IP アドレスからの要求のみを許可することができます (SMS ゲート
ウェイ)。 

 Worklight が稼働しているアプリケーション・サーバーがゲートウェイ
から直接要求を受信する場合は、アプリケーション・サーバーを、 
特定のホストまたは IP アドレスからの要求を許可するように構成する
必要があります。 
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サンプルを実行する 
 

1.  ユーザーは、モバイル・デバイスから、独立系ソフトウェア・ベンダーから

のゲートウェイに登録されている、事前定義されたショート・コードまたは
電話番号にキーワード sub を送信することにより、SMS 通知をサブスクライ

ブします。 

2.  BookStoreAdapter アダプターは、通知を受信するために電話番号をサブ

スクライブします。 

3.  BookStoreAdapter アダプターは、値引きがある場合はユーザーに通知を

送信します。 

4.  ユーザーは、キーワード unsub を、事前定義されたショート・コードまたは

電話番号に送信することにより、SMS 通知をアンサブスクライブできます。 
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特記事項 
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サポートおよびコメント 

 IBM Worklight の一連の文書、トレーニング資料、および質問をポストできるオンライン・フォーラムはすべて、次の IBM Web サイトか
らご覧になれます。 

– http://www.ibm.com/mobile-docs 

 サポート 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポート (ソフトウェア・メンテナンスと呼ばれる場合もあります) は、パスポート・アドバン
テージおよびパスポート・アドバンテージ・エクスプレスから購入されたライセンスに含まれています。International Passport 
Advantage Agreement および IBM International Passport Advantage Express Agreement の追加情報については、次のパスポート・ア
ドバンテージ Web サイトを参照してください。 

• http://www.ibm.com/software/passportadvantage 

– ソフトウェア・サブスクリプション & サポートが有効になっている場合、IBM は、インストールおよび使用法 (ハウツー) に関する短
期間の FAQ に対するサポートや、コード関連の質問に対するサポートを提供します。詳しくは、次の IBM ソフトウェア・サポート
・ハンドブックを参照してください。 

• http://www.ibm.com/support/handbook 

 ご意見 

– 本資料に関するご意見をお寄せください。本資料の具体的な誤りや欠落、正確性、編成、題材、または完成度に関するご意見をお寄
せください。お寄せいただくご意見は、本マニュアルまたは製品の情報、およびその情報の提示方法に関するもののみとしてくださ
い。 

– 製品の技術的な質問および情報、および価格については、担当の IBM 営業所、IBM ビジネス・パートナー、または認定リマーケター
にお問い合わせください。 

– IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは
配布することができるものとします。IBM またはいかなる組織も、お客様から提示された問題についてご連絡を差し上げる場合にの
み、お客様が提供する個人情報を使用するものとします。 

– どうぞよろしくお願いいたします。 

– 次の IBM Worklight Developer Edition サポート・コミュニティーにご意見をお寄せください。 

• https://www.ibm.com/developerworks/mobile/worklight/connect.html 

– IBM からの回答を希望される場合は、以下の情報をご連絡ください。 

• 氏名 

• 住所 

• 企業または組織 

• 電話番号 

• E メール・アドレス 
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ありがとうございました 
 


